
牡

界

戦

後

の

地

名

考

(
≡
)瀧

ノ

洩

ア
-
ヲ
｡シ
ム
.ベ
ル
(
A

b
u
･sim
be
l)
｡

又
は
イ

プ
サ

ム
ブ
ル
(

Ip
sa
m

b
ul
)と

云
ふ
｡
填
及
ナ
イ
ル

河

の

左
岸

ヌ
ビ
ア
(

N
u
b
ia
)

は
あ
る
｡
一
地
方
で
あ
る
｡

ワ
-
デ
･

I,
ル
プ
ア
(W
ad
y
H
atfa
)
町
か
ら
北
四
〇
哩
も
河
流
に

よ
れ
は.

コ
ロ
ス
コ
(K
orosk
o)
の
商
五
六
哩
の
距
離
に

あ
る
｡
ラ
ム
シ
ー
ス

(R
am
eses)
二
世

(紀
元
前

一
二

五
〇
年
頃
)
の
岩
雄

寺

が
あ
る
の
で
有
名
で
あ
る
｡
主

な
る
殿
堂
は
シ
ー
チ

(S
eti)
一
世

(
紀
元
前

一
三
c
c

年
頃
)
及
び
其
子
に
よ

っ
て
鍵
造
完
成
ru
れ
ね
0
河
樺

の
砂
岩
の
岩
壁
に
切
身
刻
ん
で
造
ら
れ
て
ゐ
る
｡
太
陽

榊
を
祭
る
殿
堂
は
最
大
ほ
し
で
奥
行

一
入
五
択
あ
る
｡

岩
壁
を
切
ら
刷
っ
て
殿
堂
入
口
の
正
両
を
作
少
入
日
の

左
右
に
は
各
.I
封
の
互
像
が
玉
座
に
魂
七
で
ゐ
る
O
瓦

像
の
高
さ
五
六
沢
で
あ
っ
て
岩
に
桝
か
刻
ん
だ
像
と

し

1日‥
外
端
役
の
地
名
考

で
は
攻
及
最
大
の
も
の
で
あ
る
｡
乙
の
岩
館
寺
の
殿
堂

は

一
八

一
二
年
JJrl
I
ク

ハ
ル
ト
(B
u
Tk
h
ard
t)
の
饗
見

に
か
か
わ
一
八

一
七
年

ベ
ル

ツ
オ
エ
(B
etz
o
n
i)
に

ょ

っ
て
公
開
さ
れ
る
や
う
に
在

っ
た
.
河
よ
-

直
に
階
段

を
登
れ
ば
前
庭
に
達
し
入
日
に
至
る
0

内
部
の
最
初
の

室
は
入
社
を
有
す
る
大
病
間
で
あ
わ
岩
壁
は
多
数
の
着

色
彫
刻
が
あ
-
ラ
ム
シ
ー
ス
王
の
武
動
を
表
現
し
て
ゐ

る
｡

ク
リ
カ

(L
y
ri

c

a
)

-
.riJ
ア

(Li
by
a
)

及
び
ユ
シ
オ

ピ
ア
(
E
th
iu
p
ia
)
は

於

け

る
敬
啓
を
詑

錬

し
ヵ
デ
り

シ

ユ
(K
ad
esh)に
放
て
ヒ
ヅ
タ
イ
ツ
(H
ittites-)
族
及

び
其
同

盟
軍
と
耽
以
ラ
ム
シ
ー

ス
王
自
ら
奮
戦
し
て
挨

及
罫
を
救
つ
LJ
記
録
を
ど
を
託
錬
し
て
ゐ
る
｡
大
成
間

の
次
に
は
同
じ
-
支
柱
を
有
す
る
小
室
が
あ
-
次
に
は

披
室
が
あ
か
次
に
選
堂
が
あ
る
｡
豊
堂
内
に
は
ア
メ
ソ

h芯

山へ
七



J

.

.
球

姉

二

十

簿

ラ

(A
m
en
Ta
)
ラ

ム

シ

ー
ス

(R
am
eses)
メ
ム
フ
イ
ス

へ
LW

em
p
h
is)
ラ
バ

ラ
ク
ト

(R
ah
a
ra
k
h
t)
の
四
榊
の

橡
が
あ
る
｡
政
初
の
大
旗
間
か
ら

入

-

得
る
賓
が
横
は

八
つ
あ
る
｡
こ
れ
等
の
宴
は
兼
向
な
る
が
故
に
月
を
閉

-
と
太
陽
が
兼
か
ら
尊
堂
ま
で
光
を
さ
し
込
む
や
う
に

山
凍
て
ゐ
る
｡
南
方
の
二
櫨
の
区
像
に
は
時
代
は
進
か

後
で
あ
る
プ
サ
メ
チ
カ
ス

(P
sam
m
et
ic
h
u
s〓

一世

(

594
-
58
9
B
.
C
.)
に
属
し
カ
ら
し
-
恩
へ
る
希
職
人
､

丸
リ
ア
人
.
及
び
㌢
三

言

ア
人
の
軍
人
の
名
が
刻
さ

れ
て
あ
る
.
rJ
机
に
よ
っ

て斯
る
太
古
は
於
で
既
に
挨

及
軍
中
は
希
臓
人
の
傭
兵

のあ
っ
た
こ
と
を
知
る

の
み

な
ら
ず
ァ
ル
フ
ァ
(ベ
ッ
ト
の
初
期
の
形
の
研
究
者
に
は

よ
い
資
料
で
あ
る
.

小
計
い
方
の
殿
堂
は
女
御

バ
ー
ツ
ル
(H
a
th
o
ユ
を
怨

み
入
口
の
左
右
に
は
四
駿
の
立
像
が
あ
-
高
ru三
三
択

で
あ
る
.
入
口
よ
与
頗
間
は
入
み
廊
下
は
よ
っ
で
二
室

と
聖
堂
に
入
る
｡
内
部
の
四
壁
に
は
彫
刻
が
あ
る
.
瓦

像
中
二
憶
は
ラ
ム
)I-
ス
で
あ
-

二
股
は
虫
后
ネ
フ
レ

ー

レ

(N
ef卜ere
)

.
を
嚢
は
し
て
ゐ
る
と
云
は
れ
で
居

妨

一
紙

芳

ふ

へ
八

る
0ア
-
ブ
･テ
ラ
ル
(
A

bu
T
e
ttu
t
)
｡

パ
レ
ス
タ
.T
ソ

(P
al
e
st
in
e)
は
あ
る

我
場

｡

l

九

t
八
年
七
月
十
四
日

士
其
宙
軍
は
ジ
エ
リ

コ
(J

erich
o)
町
の
束
及
び
北
に

潜
る
地
鮎
で
Jr,)
ヨ
ル
ダ
ン
(J
orda
n

)河
の
両

岸
に
於
で

ア
レ
ン
ビ

(A
lte
nb
y
)
賂
軍
統
率
の
英
軍
は
対
し
攻
勢

を
と
き
年
前
三

時窄
突
如
ワ
デ

･
ア
ク
r,,h
ヤ

(W
a
dy

A
u3'a
)
附
蓮
で
'',)
ヨ
ル
ダ
ン
河
の
酉
は
あ
る
ア
ー
ブ

･

テ
ラ
γ
を
襲
撃
し
､
二
時
間
以
内
は
傑
洲
軍
の
塵
騎
兵

隊
(A
u
str
aiia
n
Li

gh
t
打
o
rs
e)
の
馬
め
に
反
撃
さ
れ

大
損
番
を
被

っ
て
退

却
し
た
.
第
二
回
目
の
攻
勢
も
亦

士
共
有
軍
の
失
敗
は
絶
つ
舟
｡

ア
ブ
夢
ッ
小h
(A
b
ti町
叉
は
A
b

utij又
は
A
b
utizh
)
O
･

上
境
及
(U
p
p
er
E
oq
等
t)
は
あ
る
n
プ
ト

(C
opt
)A

の
都
骨
｡
ア
シ
ク
ト
(A
ssiu
t)
町
の
来
園

一
五
哩
の
願

に
あ
っ
て
ナ
イ
ル
河
畔
は
あ
る
.
附
近
に
は
岩
石
を
以

て
墳
基
と
せ
る
育
跡
が
あ
る
の
で
有
名
で
あ
る
｡
人
口

∴
寓
飴
｡

ア
バ
斬
㌍
ス

(A
b
y

dos)0
父
は
ア
&,,,
ィ
ダ
ス

(



A

b
y
d
u
s.T
O

小
鵡
紬
並
に
あ
る
古
布
｡

ヘ
レ
ス

ボ
ン
ト

(
f

fe
IIe
spo
n
t)
即
ち
近
付
の
ダ
｣
ダ
ネ

ル
ズ
(
D
a
Td
a
･

n

elies)晦
峡
の
最
狭
部
は
あ
る
都
骨
で

あ

-
ぶ

ル
カ
ン

牛
島
側
は
あ
る
セ
ス
ト
ス

へS
esto
s
)
町
と
舶
勤
し
で
ゐ

る
｡
ア
rr'1
ィ
ダ
ス
に
は
模

範
昔
年

と
呼
ば
れ
た
リ
ア
ン

ダ

(Le
and
er)
が
居
っ
た
が
射
程
の
セ
ス
ト
ス
に
は

ゲ
イ
ナ
ス
の
和
に
奉
仕
せ
る
美
貌
の
若

き
尼
僧
ヒ
I
P

(H
ero
)

が
居
っ
た
｡
-
ア
ン
ダ
は
ヒ
I
p
に
愈
ふ
蔑
め

ほ
へ
レ

ス
ボ
ン
ト
の
海
峡
を
毎
晩
泳
ぎ
波
つ
ね
が
､
或

る
各
の
夜
藩
に
-
ア
ン
ダ
は
溺
死
し
て
を
の
屍
健
が
ヒ

I

p
の
住
む
塔
の
波
打
ち
際
に
漂
着
し
た
.
こ
れ
を
見

た
ヒ
I
p
は
塔
の
胸
壁
か
ら
身
,<Lvt投
げ
愛
人
の
身
蓮
で

兆
ん

だ
と
云
ふ
古
典
の
悲
許
が
あ
る
｡

披
斯

王
ザ
ク

シ
ス

(X
e
rx
e
s)
が
紀
元
前
四
八
〇
年

に
希
臓

は
遠

征
を
な
せ

る
間
軍
隊
を
歓
洲
は
輸
送
す
る

馬
め
に
ア
パ
イ
ダ
ス
か
ら
ポ
ー
-
む
連
結
し
て
橋
と
な

し
た
O
今
日
の
工
兵
隊
の
兜
す
る
繋
船
兜
棺
の
基
源
と

し
て
有
名
で
あ
る
0
ま
た
近
代
に
於
で
は
英
辞
人
'.,,
ィ

ロ
ン
(B
y
ro
n
1
7
8
8
-
18
24
)
が
｢
ア
バ
イ
ダ
ス
の
花
嫁
L

仙
界
賦
役

の
地
省
背

tT
h

e

B
rid
e
･d
f.
A
b
y
d
o
s)
と
題
す
る
詩
を
作
-
乙
の

地
の

唐
愛
悲
歌
を
作
っ
た
の
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
バ
イ

ロ
ン
の
許
の
筋
で
は
ヂ
ア
ブ
ア
(G
ia
fB
r)
と
云
ふ
線
曹

ほ
ズ

レ
イ
カ

(Z
u
teik
a
)
と
云
ふ
娘
が
あ
わ
未
だ

一
皮

も
鬼
ね
こ
と
の

な

い
カ
ラ
ス
ア
ン
(K
a
Ta
Sm
a
n
)
と
云

ふ
青
年
知
事
に
父
の
命
に
よ
っ
て
弧
制
約
は
花
嫁
に
せ

ら
れ
た
｡
娘
は
己
の
悲
愁
を
愛
す
る
弟
の
シ
ー
リ
ム

(

S
elim
)
は
打
ち
あ
け
た
.
す
る
と
弟
夜
hh
と
胤
つ
で
ゐ

た
シ
ー
リ
ム
は
薯
は
弟
に
非
ら
ず
し
て
従
兄
弟
で
あ
か

グ
レ

イ

カ
の
父
の
薦
め
に
殻
ろ
さ
れ
た
父
の
弟
の
子
で

あ
る
rJ
と
を
シ
ー
-
.ム
の
告
白
に
よ
っ
て
知
っ
た
｡

シ

ー
リ
ム
は
定
収
自
ら
は
海
賊
の
長
で
あ
る
か
ら
海
賊
は

加

は
れ
と
女
心
す
ゝ
め
た
｡
両
人
が
語
わ
合
っ
て
ゐ
る

塵

へ
紙
背
は
サ
｣
ベ

ル
む
撮
み
廻
は
し
で
両
人
に
切
ら

か
か
-
シ
ー
-
ム
は
殺
r.･れ
ズ
レ
イ
カ
は
悲
嘆
の
飴
-1

死
ぬ
の
で
あ

る
｡

ア
バ
イ
ド
ス
(
A

bydo
s
)
｡

上
攻
及
ナ
イ
ル
河
の
左

岸
近
-
に
あ
る
育
都
で
あ
-
カ
イ

ロ
(C
a
ir
o)
か
ら
三

五
〇
哩
筒
に
あ
る
｡
憧
舘
的
ほ
挟
皮
人
は

オ
･b
-
ス

(

充

六九



拭

f･-3
ニ
ト
小甘

o
siri
S)
の
刷
の
頭
が
TJ
の
地
に
棚
蒸

さ
れ
て
ゐ
る
と
信

じ

FJ
の
地
を
望
骨
陵
と
云
っ
て
ゐ
る
｡
基
地
は
幾
世
紀

の
間
挨
及
講
王
の
遺
骸
む
葬
っ
て
屠
hL
.
有
史
以
裸
の

峡
蚊
の
最
初
の
図
工

ミ
ニ
ー
ス

(告
enes)
の
墳
墓
も

乙
の
う
ち
は
あ
る
｡
賓
は
紀
元
前
的

関
内
五
年
と
云
ふ

太
古
の
墳
墓
で
あ
る
｡
シ
ー
チ

(S
eti二

世
は
此
虞
に

太
殿
堂
を
建
立
し
た
｡
希
膿
の
地
理
聾
者
ス
ト
レ
ー
が

(S
叶rabo
,

C
.6
3
B
.C
.)
は
そ
の
殿
堂
む
メ
ム
ノ
ネ
イ
オ

ン
(Aq
em
n
on
eion
)
と
云
っ
た
こ
と
は
有
名
夜
話
で
あ

る
｡
腰
堂
内
に
は
諮
王
の
名
表
が
あ
わ
こ
れ
を

｢
ア
バ

･T
ダ
ス
の
衷
｣
(the

Ta
b
le

of
A
b
ydo
S)
と
普
通
は

稿

へ
て
居
る
｡
ま
た
ラ
ム

シ
ー
ス
二

牡
の
節
十
三
男
の

ミ
ネ
ブ
タ

(M
in
ep
tah
)
が
紀
元
前

一
三
〇
〇
年
頃
は

建
て
た
大
倉
堂
が
あ
-
オ
-
,b
ス
の
榊
の
紳
秘
的
儀
式

に
用
以
ら
れ
ね
と
云
は
れ
で
ゐ
る
｡

ア
ビ
ス
(A
b
yss
)
.

基
暦
数
時
代
の
滑
太
人
が
死
人

悪
雇
及
び
榊
は

裁
い
た
巌
の
屠
所
と
し
て
考

へ
た
地
下

の
大
群
｡
後
世
に
は
地
下
事
を
刑
罰
の
場
所
と
し
て
用

S
ら
れ
た
｡

節
山
雄

心

O

L

｢

ア
ル
プ
ス

の
雪
山
の
劉
日
の
深
さ
も
の
む
も
ア
ビ
ス

と
云
以
大
洋

の
救
洗
部
も
亦
ア
ビ
ス
と
云
ふ
｡
太
平
洋

大
西
洋
に
於
で
は
三
千
尋
以
上
の
操
部
が
あ
-
此
島
群

島
附
近
ほ
は
ミ
ン
ダ
ナ
-
オ

(M
in
da
n
a
o

)
島
近
-
ほ

五
p
三
四
八
等
の
深
部
が
あ
る
｡
来
観
コ

ロ
ラ
ー
ド

(

C
o
torad
o
)

の
大
換
谷
も
亦
ア
ビ
ス
で
あ
わ
其
の
う
ち

或

る
79
の
は

1
哩
の
操
さ
を
有
し
て
ゐ
る
C
ア
ル
プ
ス

山
脈
中
の
ペ
ン
エ
ソ
(P
e
nn
in
e
)
山
脈
は
あ
る
石

衣
岩

の
山
に
は
地
轟

(P
ot-h
ote)
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
何

首
沢
の
操
淵
が
あ
る
｡

ア
ピ
q:n
jア
(
A

b
y
ssin
ia)｡
ア
ビ

シ
ニ
ア
は
古
凍
よ

み
の
地
名
O
今
日
の
骨
箱
は
エ
シ
オ
ピ
ア

(E
th
iop
ia
)

東
北
ア
フ
リ

カ
に
あ
る
掲
立
帝
園
で
あ
る
O
面
積
約
三

十
五
寓
平
方
哩
､
人
口
約
八
官
寓
.
全
人
口
を
四
大
別

に
分
つ
｡
南
部
及
西
南
部
は
住
む
人
間
を
ガ
ラ
(G
al
la
)

と
云
ひ
全
人
口
の
半
分
を
占
め
も
中
部
地
方
に
居
る
79

の
を
シ
ョ
ア

(S
h
oa)
と
云
以
着
発
統
治
者
を
出
し
て

ゐ
る
種
族
で
あ
る
｡
北
部
を
占
む
る
も
の
は
チ
グ
レ

(

T
ig
re)
と
云
ふ
｡
東
部
を
占
め
て
ゐ
る
種
族
は
ダ
ナ
キ



-
(D
a
n
a
k
ili)
又
は
ア
プ
ア
ル

(

A
far)
と
云
以
回
教
徒

で
あ
る
0

ア
rliJ
シ
ニ
ア
の
統
治
者
は
億
謬
生
態
は
沓
か
れ
て
ゐ

る
イ
ズ
レ
イ
ル
(Isra
e

l)

の
第
三
次
の
間
王
ソ
ロ
モ
ン

(S
otom
on
紀
元
前
九
三
七
年
頃
死
疲
)と
を
の
皇
后
シ

ー
バ
(
Sheb
a
)
と
の
間
は
生
れ
た
メ
ネ
-
-
ク
(M
en
e
･

lelL{)
の
後
荷
夜
-
と
栴
L
tJlみ
る
｡

住
民
は
獅
大
人

蚊
び
挨
故
に
於
け
る
希
臓

系
の
王
朝

プ
-
レ
ミ
イ

(

P
to
te
m
y

)

家

(紀
元
前
二
八
三
年
以
前
よ
-
紀
元
前
岡

ヒ
年
頃
)

と
の
密
接
な
る
関
係
が
あ
る
｡
六
世
紀
以
後

1位ー
致
徒
の
勢
盛
と
な
る
に
至
っ
て
諾
外
聞
と
の
組
係
を

絶
っ
た
O
十
五
世
紀
に
傭
問
の
旅
行
者
が
入
間
し
た
時

は
閣
内
は
敷
州
の
狗
立
王
閥
に
分
裂
し
て
ゐ
ね
｡
共
棲

の
三
世
紀
間
は
チ
グ
レ
王
閲
､
ア
ム
∵
フ

(A
m
h
ara)

王
囲
､
シ
オ
ア
王
間
が
瓦
以
ほ
覇
を
寧
以
軍
閥
が
絶

え

な
か
っ
た
｡
然
し
そ
の
間
大
腰
に
於
で
ア
ム
バ
ラ
園
は

優
勢
で
あ
っ
た
｡
一
八
〇
五
年
英
人
プ
ア
レ
ン
チ
ア
掴
(

(
L
o

rd
V
al
e
n
tia
)
J
J
へ
ン
-
｡
ソ
ル

ト
(flen
ry
S
al
t)

の

統

率
の
下
に
倖
遺
著
が
入
閣
し
て
以
凍
積
々
英
人
は

北
非
職
後
の
地
名
督

入
間
し
た
O

一
八
六
八
年
ア
ム
㌻
フ
の
王
シ
オ
ド
ア

(

T
h
e
od
or
e〓
ニ
世
が
英
人
に
侮
辱
を
受
け
ね
と
想
像
し

共
闘
官

吏
を
逮
捕
し
た
｡
rJ
机
が
蔑
め
に
共
闘
は
サ
ア
ト

ロ
ー
バ
ー
｡
ネ
-
ピ
ア
(S
ir
R
o
b
ert
N
apieT)
統
率
の

下
に
遠
征
軍
を
迭
･LL
､
戦
敗
の
巽
を
負

う
て
ア
ム
rt
ラ

閣
王
シ
オ
ド
ア
は
自
刃
し
た
｡

シ
オ
ド
ア
の
自
殺
後
チ
グ

レ
囲
王
が
筏
を
菓
う
で
エ

･L
オ
ピ
ア
金
部
の
囲
王
と
な
っ
た
が

一
八
八
九
年
亦
戦

死
し
た
の
で
シ
オ
ア
糊
の
前
統
治
者
の
子
が
全
開
の
鼻

碑
と
夜
-
メ
ネ
リ
ー
ク
二
世
と
宿
し
た
｡

メ
ネ
-
1
ク
二
世
は
叡
智
の
君
主
で
あ
っ

て園
内
の

擾
乱
を
鎮

め
エ
シ
オ
ビ
ア
の
狗
立
を
維
持
し

た｡
垂
帝

は

一
九

一
三
年
に
崩
去
r
uれ
た
｡
皇
帝
と
並
び
栴
し
て

才
幹
を
柄

へ
･1.
れ
LJ
皇
后
タ
イ
ツ

(T
a
itou
)

も
.
間

も
な
-

一
九

一
八
年
に
崩
表
さ
れ
た
｡
畠
帝

メ
ネ
-
-

ク
二
世
の
後
悔
者
と
し
て
そ
の
次
女
の
息
子
で
あ
る
-

1
･
ヤ
ス
(Li
j
Y

asu)が
王
位
に
叩

い
た
C
-
1
｡
ヤ
ス

は
士
共
有
に
同
情

し
た
廉
で

一
九

一
六
年
に
王
位
を
強

以
ら
机
､
メ
ネ
-
1
ク
二
世
の
長
女
の
娘
ザ

ン
ヂ
ヅ

(

七
一

七

.L



地

球

節
二
十
番

Z
a
n
d
itu
)
が
女
帝
と
し
て
王
仲
に
登
っ
た
｡
同
時
は
ラ

ス

｡
タ
フ
ア
-
(R
as
T
aff
ari)
が
瑞
政
と
な
ら
且
つ
後

嗣

と
し
て
定
め
ら
れ
た

G
然
る
は
女
碑
と
梅
政
と
の
間

は
確
執
が
起
少
産
に
腐
敗
が

一
九
二
八
年
十
月
に
畠
辞

の
棟
に
即

5'
で
漸
-
紛
擾
が
治
ま
っ
た
｡

.i
九
二
三
年

に
は
ア
ビ
シ
ニ
ア
は
間
際
聯
盟
加
入
囲
と
な
っ
た
O

ア
ビ
シ
ェ
ア
は
周
囲
に
欧
洲
列
弧
の
属
領
が
あ
る
｡

既
に
列
強
は
勢
力
範
囲
の
尊
を
醸
し
始
め
y
ゐ
た
｡
ア

ビ
シ
ニ
ア
は
匿
按
闘
係
を
有
す
る
こ
れ
等
の
列
損
と
協

約
h
t
結
ぶ
fJ
と
は
よ
っ
で
漸
-
問
境
問
題
を
個
決
し
開

内
の
政
状
を
安
定
す
る
こ
と
が
拍
凍
死
｡
共
修
約
の
敢

雷
更
な
る
も
の
は

一
八
九
六
年
は
締
結

ruれ
た
伊
大
利

と
の
確
約
で
あ
る
｡
一
九
〇
六
年
十
二
月
十
三
日
に
は
英

沸
伊
三
園
は
ア
ビ

シ
ニ
ア
の
衛
士
保
塾
を
協
定
し
た
｡

恰
も
三
疋
の
猛
期
が

一
疋
の
羊
を
犯

ru拍
rJ
と
を
約
兼

し
た
の
と
等
L

SF｡

ア
ビ
シ
ニ
ア
は
牧
畜
業
と
農
業
と
の
問
で
あ
る
｡
綿

軸
排
及
び
砂
糖
を
産
し
森
林
は
硬
質
の
黒
檀

マ
ホ
ガ

ニ

そ
の
他
の
破
材
を
産
す
る
が

､
触
石
に
富
む
地
質
を
有

節
一
統

空

七
二

す
る
は
拘
ら
ず
採
金
を
除

い
て
他
の
鋸
業
が
教
達
し

で

ゐ
な

い
｡
主
雁
は
ア
デ
ス
･
ア
Pyr,
メ
(A
d
d
is
A
b

b

ab
a)

と
云
以
銭
道
は
価
額
ソ
マ
-
ラ
ン
ド
(So
m

al
ita
n

d)
の

.I,h
プ
チ

(J
ib
u
ti)
漣
に
達
す
る
沸

ユ
政

道

(F
ren
ch
･

E
t
hiop
ia
n
R
ty
)
が
あ
-
こ
れ
に
よ
っ
て
主
要
な
る
貿

易
が
行
は
れ
囲
豪
の
主
翼
収
入
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
閣
内

の
主
要
な
る
都
骨
は
主
船
の
他
に

'1
.フ
ー
ル

(H
a
ra
r)

ゴ

ン
グ

-
〟
(G
o
n
da
r)
及
び
ゴ
エ
(G
o

か
)
が
あ
る
｡

1i

九
二
八
年
に
は
伊
問
は
紅
海
(th
e
R
ed

S
e
a
)
に
出
る

港
を
作
る
べ
き
土
地
を
ア
ビ
シ
ニ
ア
に
輿

へ
た
｡

基
文
豪
サ
ム
エ
ル
･
.I,h
ヨ
ン
ソ
-ン
(S
a
m
u
e
lJ
o
h
n
son

.i
七
〇
九
-
八
四
)
が
母
の
葬
式
の
費
用
を
抑
ず
る
薦

め
に

山
週
間
の
晩
を
費
し
て
蕃

い
ね
と
云
は
れ
で
ゐ
る

哲
撃
小
説
ラ
セ
ラ
ス

(R
assetas)
は
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
良

辛
(P
rinc
e

o
f
A
b
y
ss
in
ia
)
の
託
を
番

5'
で
ゐ
る
｡
虫

手
は
重
職

の

谷

(H
a
p
p
y
V
al
e
y
)
は
任
し
快
燕
と
慰

安
の
塵
化
に
乏
し
き
は
穐
き
瑛
及
ま
で
問
を
出
奔
9qJれ

た
｡
車
両
が
ど
こ
か
で
見
出
さ
る
べ
き
JC
の
ガ
と
皿
つ

で
ゐ
ね
皇
子
は
何
庭
に
も
こ
れ
を
見
出
し
穆
ず
超
に
79



と
の.1Lア
ビ
シ
ェ
ア
は
掘
っ
た
と
云
ふ
話
で
あ
る
｡
本
誌

の
小
牧
氏
の
ア
ビ
シ
ニ
ア
訪
問
記
は
今
昔
を
比
較
し
て

面
白

い
簡
物
で
あ
る
｡

ア
ケ
-
ヂ
ア

(A
cadia
)
｡

又
は
ア
ケ
-
ヂ

(A
cad
ie
)

今

日
北
米
大
陸

カ
ナ
ダ
は

あ
る
ノ
ー
プ
ア
｡
ス

コ
チ
ア

(NovaS
cotia
)
の
嘗
名
｡

一
六
〇
四
年
俳
人
に
よ
っ

て
フ
ア
ン
デ
轡

(th
e
B
ay
of
F
u
n
d
y
)
に
而
し
た
土

地
に
初
め

て殖
民
せ
ら

れ
た
沸
簡
殖
民
地
で
あ
っ
た
｡

ア
ケ
-
デ

の名
は

一
六
〇
三
年
頃
か
ら
rJ
机
等
の
俳
人

に
ょ
つ
て
桐

へ
ら
れ
ね
.
然
る
に
ゼ
イ
ム
ス
(
Jam
es)

一
世

(1566･-1625)の
時
代
に
英
人
に
ょ
っ
て
奪
取
さ

れ
た

｡
潜

時
共
闘
よ
少
迭
ら
れ
た
殖
民
は
蘇
格
蘭
人
が

大
部
分
を
占
め
て
ゐ
ね
の
で
備
蘭
酉
名
を
改
め
.tJ
ノ
ー

グ
ア
｡
ス
コ
チ
ア
(新
蘇
囲
)と
栴
し
た
｡
其
後
覇
び
俳
蘭

西
人
は
rJ
れ
む
変
速
し
た
が
蓬
に

7
七

l
三
年

ユ
ー
ト

レ
ヒ
ト
(U
tre
ch
t)修
約
は
よ
っ
て
公
式
に
沸
問
か
ら
共

闘
は
譲
渡
さ
れ
た

O
英
萌
と
な
る
や
英
政
府
は
俳
人
を

囲
外
に
放
逐
し
た
｡
俳
人
の
或
る
も
の
は
カ
ナ
ダ
は
移

任
し
た
｡
或
る
も
の
は
ル
イ
'',h
ア
ナ
(L
ou
isia
n
a
)
に
農

舵
弊
蛾
後
の
粗
布
考

場
を

求
め
LtJ
去
っ
た
｡
ア
ケ
-
ヂ
ア
は
米
許
人

ロ
ン
グ

フ
ェ

ロ
(L
on
g
felto
w
t8
07
1
8
2
)
の
詩
イ
ブ
ア
ン
デ

-
1
ン
(E
v
an
getin
e)
に
よ
っ

て
-=H
民
の
悲
し
き
眉
物

語
の
樽

へ

ら
れ
て
ゐ
る

虞
で
あ
る
｡

ア
ク
ラ

(A
ccra又
は
A
kk
ra
)

園
部
ア
ブ
-
カ
に
あ

る
ブ
-
チ
ッ
シ
ユ
｡コ
ー
ス
ト
｡コ

ロ
ニ
(B
ritish
C
o
a
st

C

otony
)
の
海
港
ほ
し

で首
府
｡

一
八
五

〇
年
以
氷
基

軸
と
在
る
.

一
八
七
六
年
以
来
骨
府
と
な
ら
知
事
を
樫

か
る
｡
海
港
ケ
ー
プ
｡
コ
ー
ス
ト

(C
a
peC
o
ast)
の
束

八
〇
哩
｡
ク
フ
ォ
(T
a
fo
)
ま
で
六
五

哩
の
問

は
銭
道
が

あ
わ
､

一
九

l.
四
年
以
凍
ク

マ
シ

(
K
u
m
a
si)
に
至
る

蛾
道
都
設
の
測
量
を
始
め
ら
れ
既
に
開
通
し
て
ゐ
る
｡

傍
観
所
が
あ
-
電
信
局
が
あ
わ
無
電
局
が
あ
る
｡
其
他
聡

婁
'銀
行
及
び
就
馬
場
が
あ
わ
､
ア
ン
グ

-
カ
ン
散
骨
が

あ
る
｡
港
と
し
て
は
碇
泊
朗
が
夜
-
陸
上
げ
は
サ
ー
フ
･

ポ
ー
ト

(Su
rf
b
oat)
と
栴
せ
ら
れ
る
激
浪
兼
切
ら
の

堅
牢
な
ボ
ー
ト
を
用
ひ
て
ゐ
る
｡
主
在
る
抽
出
晶
は
砂

金
､
様
相
油
､象
牙
､
ゴ
ム
の
加
工
晶
及
び
原
料
､
木
材
で

あ
る
｡
人
口
は
三
蘭
八
千
飴
｡
地
方
の
言
語
は
土
着
の
黒

雲

七
三



地

妹

節
二
十
潜

人
の
使
川
す
る
ア
ク
ラ
語
で
あ
る
が
ー
ガ
ー
ン
(G
a.
)
と

ア
ダ
ム
ピ
(A
da
m
p
i)
の
二
方

言

に

別

れ

て

ゐ

る
(未
完
)

-
I,'II･ddここlblrlE〓t)_〓IIlq_こlIILI'こJIl_

新
著
紹
骨

一:Il■II.rII'_一ここlPIIrこIJE)■■ここ1-■一Il〓一I)l.I,-_

0

田
本

鳥

階

園

節
伯
榊

西
村
讐

山背

聖

火
的
柳
原

加
東
郁
成
約
敢
行

昭
利
八
咋
五
月

.I
組
三
打刻
証

○
網

目
木
瓜
相
聞
は

山
昨
解
氷
公
刊
さ
れ
地
拙
敦
秋
川
と
し
て
釆
舛

が
ら

れ
て
TI:･
た
が
今
井

の
節
糾
瞳

の
統
刊
を
見
る
に
到

っ
た
｡
収
め
ら
れ
た

桐
柴
は
神
裁
暇
絡
ケ
縄
の
糾
段
の
段
位
を
有

つ
隙
起

拍
･:LL
t
捌
北
平
野

に
潜
航
す
る
紫

の
銑
故
山
､
指
紋
に
洗
は
れ
る
火
映
岬
と
洋
々
た
る
利

他
川
の
河
口
と
を
食
む
銚
子
小
槌
'
木
骨
榊
砧
火
山
劫
に
批
泉
火
山
を

中
心
に
し
た
梅
原
や
臓
の
五
枚
で
あ
る
｡
鳥
相

糊

の
特
色
は
山
馬
の
緋

を
見
せ
る
に
あ
る
が
平
川
地
を
仰
ふ
も
の
で
は
純
角
に
ょ
つ
て
山
犯
が

綱
車

に
新
し
-
硯
は
れ
な
-
な
る
"
例

へ
ば
筑
波
の
如
き
他
州
を
建

(

た
な
ら
榊
に
著
し

い
焦
瓢
が
川
氷
る
こ
と
と
な
る
｡
地
形
に
よ
っ
て
応

化
の
稚
内
を
逃
ぶ
必
.'堺
が
あ
る
と
腰
ふ
｡
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
新
し
4
,

北
米
は
火
山
以
外
の
地
形
が
多
-
批
判
の
も
の
を
祁
ふ
と
北
ハ
に
日
本
に

於
け
る
地
形
囲
鵜
の
･:･l,J
戒
に
妃
づ
き
つ
･J
あ
る
は
帯
び
に
堪

(
ぬ
析
で

あ
る
｡
(
中
村
)

0

肯

丘

杜

記

銘
倍
髄
成
苓

･:･蒜

韓
は
敢
行

･:･4
堕

扇

耕
裾
は
成
城
大
尉
教
授
で
あ
る
が
､
朝
鮮

(
赴
任
き
れ
て
か
ら
の
階

姉

.i
雛

七
四

七
陶

筆
私
記
を
旅
め
た
も
の
で
あ
る
､
同
時
に
勿
滞
貨
帝
は
地
5
.串
脅
で
は

な

い
｡
し
か
し
本
番
に
よ
っ
て
我
々
は
朝
鮮
や
鵬
洲
や
､
支
那
さ
て
は

耽
抑
比
な
ど
の
風
物
に
つ
い
て
粍
-
鵬
-
敬

(
ら
れ
る
靴
が
多

い
｡
諜

し
文
化
の
政
治
と

い
ふ
こ
と
を
心
掛
け
て
術
中
寅
る
仲
に
そ
の
軒
堺
的

偲
索

の
結
I#
を
地
ら
さ
れ

て
ゐ
る
の
で
珊
油
汝
然
た
る
脆
行
紐
と
ち
が

っ
て
'
奥
行
も
ふ
か
-
'
間
口
も
舷

い
'
さ
う
し
て
誠
筏
に
氷
拝

の
人

文
蛾
象
に
捌
し
て
の
何
物
か
を
暗
示
さ
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
帯
び
が
あ
る

日
本
を
愛
し
朝
鮮
や
浦
洲
の
文
化
を
し
ら
ん
と
す
る
人
士
に
は
赴
非
と

も

ー
被
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
す
1
め
る
｡
(
越
川
)

0

ア

ラ

ス

カ

JZ
記

矢

部

諜

常

i;

今
窃
悦

雄

行

･:.iI佃

li
M
八

十
絹

瀬
蒋
矢
部
氏
は
北
沸
企

鋭

開

蜂

の

技

術
的

研
究

の
た
め
満
城
の
批
命

を
う
け
､
昨
舛
七
月
か
ら
十
二
月

(
か
け
て
'
ア
ラ
ス
カ
に
波
布
し
た

さ
う
し
て
本
日
紀
は
七
月
三
十
日
の
シ
ャ
ト
ル
脚
数
か
ら
は
じ
め
て
'

八
月
十
四
日
ノ
ー
ふ
に
つ
い
た
飛
行
槻
塊
行
や
滞
水

の
問
に
見
た
紀
行

で
あ
る
O
耽
紅
に
云
っ
て
筆
希
は
妃
的
こ
れ
椛
而
･;
い
有
益
な
紀
行
文

に
接
し
た
こ
と
が
な
い
の
で

ll
#
怨
を
措
-
こ
と
が
川
非
ず
､
何
回
も

-
リ
か
(
し
た
､
挿
給
も
.5
餌
で
あ
り
､
文
串
も
亦
軸
め
て
的
快
で
あ

る
｡

ノ
ー
ム
の
町
に
併
る

ハ
レ
ー
蹄
藤
と
い
ふ

1
日
本
人
の
拝
企
柄
が

あ
る
ら
し

い
が
､
炎
の
爪

の
･Hi入
館
藤
と
い
ふ
人
の
痛
快
な
約
割
を
教

え
ら
れ
て
抽
北
の
焼
野
に
働
け
る
M
胞
の
紙
慨
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
の

み
で
な
-
'
本
番
は
各
地
で
著
者

の
紳
鹸
し
た
鵜
城

の
人
の
同
情
は
'

之
を
糊
-
だ
け
で
も
心
地
が
よ
い
｡
雛
肴
は
粂
-
本
館
に
魅
せ
ら
れ
て


